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表 2 調音器官毎の相関係数 
 LSTM CNN 
上唇 0.777 0.801 
下唇 0.425 0.516 
舌先 0.635 0.697 
口蓋垂 0.451 0.418 
舌盛上 0.331 0.297 
平均 0.524 0.546 
 
 
図 2 MRI動画像 
図 1 提案内容の流れ 
表 1 各ネットワークにおける実験環境 
 LSTM CNN 
学習/評価データ 102/8 102/8 
Epoch 数 100 100 
バッチサイズ 8 8 
中間層 4 層 2 層 
活性化関数 PReLU Sigmoid 
損失関数 HuberLoss HuberLoss 
 
